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今
年
は
菅
茶
山
生
誕
２
７
５
年
に
当
た
り
ま
す
。
５
年
毎
に
行
わ
れ
て
き
た
生
誕
祭
が
こ
の

よ
う
に
多
数
の
方
々
に
ご
参
集
頂
き
、
開
催
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
５
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
菅
茶
山
顕
彰
会
は
、
中
条
に
あ
る「
松
風
館
十
勝
碑
林
」
の

整
備
や
冊
子
『
河
相
君
推
と
松
風
館
十
勝
』
の
発
行
、
続
い
て『
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展
30
回
記
念

誌
』
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
山
城
築
城
４
０
０
年
協
賛
の
講
演
会
「
菅
茶
山
と
福
山

藩
」や
茶
山
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
菅
茶
山
を
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
か
ら「
教
育
奨
励
賞(

地
域
文
化)

」を
頂
き
、
顕
彰
活

動
の
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
菅
茶
山
記
念
館
主
催
、
顕
彰
会
共
催
の「
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展
」
は
毎
年
三
千
点
を
超

え
る
出
品
が
続
く
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
現
代
人
が
近
寄
り
に
く
い
茶
山
詩
が
ポ
エ
ム
絵
画
や

大
人
の
書
画
や
歌
曲
と
し
て
創
作
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
茶
山
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
先
生
へ
の
献
歌
と
し
て
奥
野
純
子
さ
ん
に
茶
山
詩
歌
曲
を
歌
っ
て

頂
き
ま
す
。
ど
う
か
ご
聴
く
だ
さ
い
。 

菅
茶
山
先
生
に
と
っ
て
生
涯
を
か
け
た
教
育
の
実
践
場
で
あ
り
、
作
詩
・
著
作
の
拠
点
で
あ
っ

た
廉
塾
の
保
存
整
備
事
業
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
特
別
の
関
心
を
持
ち
、
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
菅
茶
山
先
生
は
お
喜
び
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。｢

菅
茶
山
と
廉
塾｣

に
つ
い
て
は
、
西

村
直
城
先
生
に
こ
の
あ
と
講
演
頂
き
ま
す
。
ど
う
か
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

菅
茶
山
先
生
の
す
ば
ら
し
さ
は
、「
当
代
随
一
」と
称
さ
れ
た
漢
詩
人
で
あ
る
と
共
に
、
神
辺

に
永
住
し
、
教
育
と
社
会
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
生
涯
に
あ
り
ま
す
。
先
生
の
遺
芳
・
遺
徳
を
偲

び
、
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
、
こ
の
生
誕
祭
の
大
き
な
意
義
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
誕
祭
に
協
賛
頂
い
た
義
倉
様
、
ご
後
援
頂
い
た
福
山
市
や
広

島
県
教
育
委
員
会
を
始
め
神
辺
の
諸
団
体
の
皆
様
に
は
、
ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
臨 
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